
平
成
三
十
年
二
月
九
日
提
出

質

問

第

七

一

号

北
谷
城
と
日
米
地
位
協
定
の
環
境
補
足
協
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

照

屋

寛

徳
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北
谷
城
と
日
米
地
位
協
定
の
環
境
補
足
協
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書

沖
縄
県
北
谷
町
議
会
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日
、
基
地
か
ら
派
生
す
る
諸
問
題
の
抜
本
的
解
決
を
求
め
る
意
見

書
及
び
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ
Ｖ－

��
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
停
止
と
撤
去
、
配
備
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

し
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
年
十
二
月
二
十
八
日
付
で
外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣
な
ど
関
係
閣
僚
ら
に

提
出
し
て
い
る
。

去
る
二
月
七
日
、
田
場
健
儀
議
長
ら
九
名
の
北
谷
町
議
会
議
員
は
、
右
意
見
書
に
基
づ
く
「
要
請
事
項
」
を
記
し
た
文
書
を

携
え
て
上
京
し
、
外
務
・
防
衛
両
省
の
担
当
職
員
ら
と
直
接
面
会
の
上
、
意
見
表
明
と
質
疑
応
答
を
お
こ
な
っ
た
。

右
「
要
望
事
項
」
の
一
つ
に
「
米
軍
基
地
返
還
跡
地
利
用
推
進
の
た
め
返
還
前
の
立
入
調
査
（
文
化
財
調
査
等
）
を
可
能
に

す
る
よ
う
日
米
地
位
協
定
の
環
境
補
足
協
定
の
改
定
を
行
う
こ
と
。
」
と
あ
り
、
平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
八
日
に
締
結
さ
れ

た
日
米
地
位
協
定
の
環
境
補
足
協
定
（
以
下
「
環
境
補
足
協
定
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
、
「
こ
れ
ま
で
立
ち
入
り
が
認
め
ら

れ
て
い
た
文
化
財
調
査
な
ど
が
条
件
を
満
た
さ
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
北
谷
城
跡
の
国
指
定
に
向
け
た
調
査
が
進
ま
ず
、

文
化
財
保
護
、
跡
地
利
用
計
画
等
の
推
進
、
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

北
谷
城
は
、
米
軍
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
（
キ
ャ
ン
プ
・
フ
ォ
ス
タ
ー
）
の
施
設
技
術
部
地
区
内
に
存
在
し
て
い
る
。
嘉
手
納
基

一



地
以
南
の
六
施
設
・
区
域
の
返
還
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
五
年
四
月
五
日
に
日
米
両
政
府
が
合
意
し
た
「
沖
縄
に
お
け
る
在
日

米
軍
施
設
・
区
域
に
関
す
る
統
合
計
画
（
仮
訳
）
」
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
の
施
設
技
術
部
地
区
内
の
倉
庫
地
区
の
一
部
に

つ
い
て
「
二
〇
一
九
年
度
（
日
本
国
の
平
成
三
十
一
会
計
年
度
）
又
は
そ
の
後
に
返
還
可
能
。
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
返
還
期

日
は
未
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
内
に
お
け
る
北
谷
城
の
文
化
財
調
査
に
つ
い
て
は
、
北
谷
町
教
育
委
員
会
と
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧

不
動
産
管
理
事
務
所
に
よ
る
直
接
交
渉
、
調
整
の
上
、
同
教
育
委
員
会
の
施
設
内
立
ち
入
り
が
認
め
ら
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
環
境
補
足
協
定
の
締
結
以
後
、
同
協
定
第
四
条
に
基
づ
く
平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
八
日
付
日
米
合
同
委
員
会

合
意
「
件
名：

環
境
に
関
す
る
協
力
に
つ
い
て
」
の
�
�
の
ｂ
「
当
該
調
査
は
、
合
同
委
員
会
に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
返
還
日

の
百
五
十
労
働
日
前
を
超
え
な
い
範
囲
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
の
規
定
（
以
下
「
環
境
補
足
協
定
に
基
づ
く
『
百

五
十
労
働
日
の
規
定
』
」
と
い
う
。
）
が
障
害
と
な
っ
て
、
北
谷
町
教
育
委
員
会
の
立
ち
入
り
が
拒
否
さ
れ
続
け
て
い
る
。

北
谷
城
は
、
北
谷
町
民
の
信
仰
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
琉
球
王
朝
以
来
の
北
谷
町
の
歴
史
を
紐
解
く
上
で
も
、
北

谷
城
の
歴
史
的
、
文
化
的
意
義
は
大
き
い
。
米
軍
基
地
の
跡
地
利
用
計
画
の
推
進
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
立
ち
入
り
調

査
の
再
開
が
急
が
れ
る
。

二



以
下
、
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
昭
和
五
十
八
年
以
降
、
環
境
補
足
協
定
が
締
結
さ
れ
る
平
成
二
十
七
年
九
月
ま
で
の
間
、
北
谷
町
教
育
委
員
会

と
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
不
動
産
管
理
事
務
所
に
よ
る
直
接
交
渉
、
調
整
の
結
果
、
同
教
育
委
員
会
の
施
設
内
立
ち
入
り
が
十
六

回
認
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

政
府
は
、
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
不
動
産
管
理
事
務
所
が
環
境
補
足
協
定
に
基
づ
く
「
百
五
十
労
働
日
の
規
定
」
を
根
拠
に
北

谷
町
教
育
委
員
会
の
施
設
内
立
ち
入
り
を
拒
否
し
続
け
て
い
る
事
実
を
承
知
し
て
い
る
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

右
北
谷
町
教
育
委
員
会
の
件
に
限
ら
ず
、
沖
縄
で
は
、
環
境
補
足
協
定
の
締
結
以
後
、
同
協
定
第
四
条
に
基
づ
き
日
米
合

同
委
員
会
で
合
意
さ
れ
た
手
続
が
障
害
と
な
っ
て
、
関
係
自
治
体
の
米
軍
施
設
・
区
域
内
へ
の
立
ち
入
り
が
拒
否
さ
れ
る
事

例
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
を
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。
承
知
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
具
体
的
な
事
例
を
複
数
列
挙
さ
れ

た
い
。

四

環
境
補
足
協
定
第
四
条
及
び
同
条
に
基
づ
く
平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
八
日
付
日
米
合
同
委
員
会
合
意
が
障
害
と
な
っ

て
、
関
係
自
治
体
の
米
軍
施
設
・
区
域
内
へ
の
立
ち
入
り
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
安
倍
内
閣
の
い
う
「
沖
縄
の
基
地
負

担
」
に
含
ま
れ
る
か
否
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三



五

安
倍
内
閣
が
い
う
「
沖
縄
の
基
地
負
担
」
を
軽
減
す
る
意
味
で
も
、
環
境
補
足
協
定
第
四
条
及
び
同
条
に
基
づ
く
平
成
二

十
七
年
九
月
二
十
八
日
付
日
米
合
同
委
員
会
合
意
は
、
日
米
間
で
早
急
に
見
直
し
協
議
に
入
り
、
改
正
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


